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　X（旧Twitter）によるデイサービスの活
動報告など、未利用者やご家族・地域の方
に対し、デイサービスの活動内容をアピー
ルしていることは評価できる。
　また、令和７年度は、ダイバージョナル
セラピーを取り入れたプログラムの実践な
どを通じて、利用率の更なる向上に期待し
たい。

　令和６年度第２回運営推進会議に、担当ケアマネ
ジャーや地域包括支援センター、港区担当者、第三者委
員にも参画いただき、個別アプローチ表を説明した。
　①考えられる主な認知症状、⓶具体的な活動提供・ア
プローチについては、参加者から「もっとこうしたアプ
ローチ、取組をアピールした方が良い。」という激励の
言葉をいただいた。
　地域への発信としては、X（旧Twitter）を活用し、未
利用者やご家族・地域の方に対し、デイサービスの活動
内容をアピールしている。

　サービスの具体化・見える化に取り組んだ。具体的に
は、誕生日だけでなく、様々な活動の様子を写真に残
し、画像でご家族にお渡しすることで、デイサービスで
の様子をわかりやすくお伝えした。ご家族からは、大変
好評をいただいた。
　今後の課題としては、「認知症」という言葉の重さ・
強さがある。ご両親に認知症があり、個別の活動が必要
と感じていても、認知症通所介護を利用するということ
に大きな抵抗を持っておられる方が多く、出来れば活動
に上手く参加出来なくても、一般通所介護を利用させて
あげたいとほとんどのご家族が考えている。
　引き続き、サービスの具体化・見える化を行いながら
理解促進に努めていく。
　なお、来年度、ダイバージョナルセラピーを施設とし
て取り入れていくため、今年度は、プロジェクトメン
バー全員が当該の研修を受講した。

　定期開催中の業務検討委員会において、
生産性向上に向けた話し合いを行い、その
計画を着実に実践し、地域へのアピールに
取り組んでいることが評価できる。
　今年度は、介護ロボット等導入支援補助
金の検証施設に選定されたことを受け、専
門家の意見も参考に、更なる生産性向上に
取り組むことを期待する。
　さらに、地域福祉の増進につながるよ
う、積極かつ効果的な周知についても期待
する。

　個別アプローチ表の活用のほか、X（旧
Twitter）によるデイサービスの活動報告
など、未利用者やご家族・地域の方に対
し、デイサービスの活動内容をアピールし
ていることは評価できる。
　引き続き、地域へ継続的な情報発信を行
い、認知症に対する早期対応につながる取
組に期待する。
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　施設の事業計画・予算計画の推進に当
たっては、経営層が、収入・稼働率・経
費・人員計画などの数値目標を設定し、毎
月・４半期・半期ごとに進捗状況の確認を
行っている。
　また、毎月の法人運営委員会では計画の
進捗確認と見直しを行うと共に、目標数値
と実績に乖離がある場合は、毎月の課長会
で原因を分析し対策を講じ、計画の実践に
取り組んでいる。
　施設では、事業計画・予算計画につい
て、職員会議や係のミーティング等で周知
しているが、生産性や効率性の更なる向上
に向け、地域へのアピールや職員募集サイ
トの充実が望まれる。

　引き続きサービスの具体化・見える化を推進するとと
もに、認知症ケアプロジェクトメンバーを中心に、ダイ
バージョナルセラピーを取り入れたプログラムの実践に
取り組んでいく。

所管課確認欄
（施設所管課記入欄）

令和７年４月以降の取組予定
（指定管理者記入欄）

　港区介護ロボット等導入支援補助金の検証施設に選定
され、生産性向上の専門家や港区介護保険課が、業務検
討委員会に参画いただける予定。施設職員のみでは、検
討の視野が狭くなってしまう恐れがあり、専門家や第三
者の参画によって、更なる生産性の向上に取り組んでい
きたい。
　こうした取組を地域に積極的に発信し、職員募集にも
つながるよう、周知内容や方法を充実させていく。

改善すべき指摘内容等
対応事業者

（共同事業体の場合記入）
令和７年３月までの改善状況等

（指定管理者記入欄）

　施設全体の取組として、業務検討委員会を立ち上げ、
１～２か月に１回のペースで開催した。
　国が求めている生産性向上に必要な項目の「①負荷が
集中する時間帯の業務を細分化し、個人に集中すること
がないよう平準化すること」「②利用者の介助に集中し
て従事する介護職員を設けること」「③いわゆる介護助
手の活用（食事等の準備や片付け、清掃、ベッドメイ
ク、ごみ捨て等、利用者の介助を伴わない業務を集中的
に実施する者を設けるなどの取組）を行うこと」「④利
用者の介助を伴わない業務の一部を外注すること」につ
いて話合いを進め、各フロアの必要な時間に介護助手職
員を配置し対応した。
　地域へのアピールでは、地域懇談会の開催と共に、福
祉避難所の設置訓練に関する説明を地域の皆様へ報告し
た。
　職員募集サイトについては、募集状況を毎月確認し、
必要な募集をそのタイミングで行っている。

　今年度も引き続き、個別アプローチ表を更新させてい
くとともに、一般デイサービスの利用者のうち、職員の
介入が必要と思われる利用者に対しても、個別アプロー
チの情報を共有できる仕組みを構築していく。

　施設全体で「認知症ケアプロジェクト」
を設置・運営し、成果を実践に反映するな
ど、実践研究に取り組んでいる。プロジェ
クトでは、社会的に認められたプログラム
を採用し、施設に馴染むよう精査して実践
している。
　認知症デイサービスでは、音楽療法、回
想法、学習療法などを日常的に実践し、効
果を見込んでいる。一方、利用に関して
は、厚い職員体制に伴う報酬単位の影響も
あり、一般デイと比較して低い状況にあ
り、利用率の向上が課題。
　家族、ケアマネジャーに対する広報等を
通じて、利用率向上に取り組むことが望ま
れる。

　デイサービスの利用ニーズは認識しつつ
も、特に家族にとっては、認知症対応型の
デイサービスを利用することに対して、病
気・症状からくるネガティブなイメージが
強く、世間体を気にして利用を躊躇する
ケースも少なくない。
　認知症への理解と認知症対応型通所介護
を利用することのメリットなどを地域へ継
続的に発信していくことにより、認知症に
対する早期対応が進むよう配慮することが
望まれる。


